
@鹿部
発行大洲市役所 編集 総務財政課

1996年

10~~~~ 
No.491 

干795大洲市大洲690-1ft24-2111 

-きらめき大 ;~IIII 21 -

|シリーズ地名を訪ねて⑨| 大 l
 
l
 
---， 

ナルノウ モリヤマ クラ力ワ ウ ワガワ オオアザ

『大)11(オオ力ワ)地区』には、成能、森山、蔵川、宇和川の4つの大字があります。この大川という

地名は、大正10年11月に芙議村と蔵川村が合併して大川村と称したことに始まります。このような地名の
ヂ ノダ

なりたちは、明治22年4月に実施された平地村と野田村の合併による平野村も同じです。

今月号のみどころ 今月の納税は 市民のうごき

平成8年8月31日現在

市県民税3期 人口 39，218人 (+42) 

男 18，720人 (十12)

国民健康保険税3期 女 20.498人 (+30) 

世帯数 13，836世帯 (+ 4) 

納期は10月31日です |面積 弘0.99平方キロメートル

0第2回ジュニアトライアスロン

i n 大洲 ... .. .. . . . . .. .. . .. . . . . .. P . 2 ~ 3

070歳になったら老人保健…一 … "P.4

0大洲都市計画用途地域の拡大素案

....P. 5 ~ 7 

0犬を正し く飼いましょう ………"P.lO
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大
洲

さ
か
な
の
よ
う
に
風
の
よ
う
に

夏
の
肱
川
を
舞
台
に
、
小
中
学
生
が
体
力
の
限
界
に

挑
戦
す
る
%
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
口
ン
'
川
大
洲
が
八

月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
二
回
目
と
な

る
こ
の
大
会
に
は
、
県
内
外
か
ら
昨
年
を
上
回
わ
る
百

三
十
九
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

小
さ
な
鉄
人
た
ち
の

暑
い
熱
い
夏

レ
ー
ス
は
、
小
学
生
、
中
学
生
の

順
に
ス
タ
ー
ト
。
肱
川
橋
下
流
に
設

け
ら
れ
た
百
日
コ

l
ス
を
ス
イ
ム
で

往
復
し
た
あ
と
は
、
緑
地
公
園
に
設

定
さ
れ
た

一
周
二
キ
ロ
の
コ

l
ス
を
、

バ
イ
ク
と
ラ
ン
に
よ
り
走
破
。
文
字

ど
お
り
力
い
っ
ぱ
い
の
デ
ッ

ド
ヒ
ー

ト
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

レ
ー
ス
後
半
に
は
、
上
空
の
雲
も

な
く
な
り
、

真
夏
の
日
差
し
が
容
赦

な
く
照
り
つ
け
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

選
手
の
数
よ
り
多
い
百
五
十
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
活
躍
。
コ
ー
ス
の

誘
導
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
手
渡

し
な
ど
に
奔
走
。
選
手
た
ち
と
同
様

に
体
力
を
使
い
果
し
た
人
も
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

選
手
た
ち
も
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
人
た
ち
も
、
力
の
限
り
を
つ
く

し
た
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
。
暑
い
夏
の

思
い
出
は
、
ひ
と
つ
の
こ
と
を
や
り

と
げ
た
充
実
感
で
は
な
い
で
し
ょ
う

，刀

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
は

競
技
内
容
の
過
酷
さ
か
ら
鉄
人

レ
ー
ス
と
も
い
う
。
ハ
ワ
イ
の
ア

メ
リ
カ
海
兵
隊
員
が
始
め
た
も
の

で
、
遠
泳
(
ス
イ
ム
)
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
(
バ
イ
ク
)
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

(
ラ
ン
)
を
行
い
、
そ
の
所
要
時

聞
を
競
う
も
の
。
今
回
の
部
ジ
ュ

ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
口
ン
川
大
洲
で

は
、
小
中
学
生
の
た
め
に
そ
れ
ぞ

れ
の
距
離
を
短
く
し
て
実
施
。

小

学
生
は
ス
イ
ム

0
・
ニ
キ
口
、
バ

イ
ク
六
キ
口
、
ラ
ン
二
キ
口
、
中

学
生
は
ス
イ
ム

0
・
四
キ
口
、
バ

イ
ク
十
キ
口
、
ラ
ン
四
キ
ロ
の
距

離
で
タ
イ
ム
を
競
っ
た
。
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@お拶①争答品d崎@おi;t@(!)争答品d喝@込i;t@(!)争窃?~~
-小学4年男子 女子

い
ン
ユ

順位 氏 名 タイム 住 所

第I位 石元秀和 28分09秒 高知県高知市

第2{立 土居佑輔 28分16秒 宇和島市和霊東町

第3位 赤坂円心 28分47秒 大洲市東大洲

氏 名 タイム 住 所

徳田明子 32分10秒 大洲市中村

尾上麻季 32分45秒 大洲市徳森

岡崎美玲 34分10秒 松山市持田町

ア
ト
ラ
イ
ア
ス
口
ン
川
大
洲
ク
ラ
ス
別
結
果
表

-小学5年男子 女子
「ーーーーーーー

美 馬謙太 25分45秒 高知県高岡郡 宮崎杏菜 26分49秒 長崎県佐世保市

矢 26分12秒 松山市北土居町 村上 3別F手~ 28分25秒 松山市山西町

長崎県佐世保市 平野沙弥 29分50秒 今治市横田町

女子
一

裕 25分48秒 喜多郡長浜町 本田僚子 26分33秒 松山市東石井

平 26分35秒 大洲市東大洲 武市 *~ 29分10秒 高知県高岡郡
期 26分42秒 東宇和郡宇和町 渡辺絵荊沙 30分02秒 今治市阿方

-中学1年男子 女子

池田智洋 40分44秒 松山市朝生田町 河野明菜 50分24秒 松山市泉町

良 43分51秒 松山市北井門町 田中友理 56分00秒 松山市東石井町

隆 48分32秒 松山市持田町 田野尚子 103分34秒 宇和島市川内

-中学2年男子 女子

森岡泰次 39分37秒 伊予郡砥部町 細田 J震F予J必 47分00秒 徳島県=好郡

良 42分19秒 松山市谷町 市川未帆 50分33秒 高知県高知市

紘佑 43分03秒 松山市東石井町 白石由香 51分47秒大洲市徳森

-中学3年男子 女子

関 広平 46分01秒 香川県善通寺市 西井春菜 48分24秒 高知県高知市

上田幸大 48分03秒 大洲市西大洲 岡田 舞 50分12秒 北条市和田

重松一郎 48分04秒 松山市別府町 酒井三和 53分58秒 高知県幡多郡

いよいよスタート、 はじめはスイムからv 選手宣醤をする浜田宗正君と白石由香さんv

企この大会でI<l: ....固転車に乗り替えパイ TC"出発 企スタート前に行われたデモンス卜レーシヨン

vボランティアが大活躍しました
v中学生の部で1位でゴールした森岡泰次君(砥部町)Tゴールはすぐそこに、ラストスパート 川沿いのコースをバイクで力走V
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a小学生の部で1位でゴールした美馬謙太君(高知県)



叩
歳
に
な
つ
た

七
十
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
か
ら
老
人
保
健
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

(
誕
生
日
が
一
日
の
人
は
そ
の
月
か
ら
)
こ
の
老
人
保
健
制

度
は
、
国

・
県

・
市

・
健
康
保
険
組
合
な
ど
が
、
高
齢
者
の
た
め
に

医
療
費
を
負
担
し
て
く
れ
る
制
度
で
す
。
七
十
歳
以
上
の
人

(
寝
た

き
り
な
ど
の
場
合
は
六
十
五
歳
以
上
)
は
、
ど
ん
な
保
険
に
加
入
し

て
い
て
も
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
洲
市
で
は
、
七
十
歳
に
な
る
人
に
対
し
て
事
前
に
老
人
保
健
制

度
に
つ
い
て
の
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
通
知
が
あ
れ
ば
、
市
役
所
ま

た
は
最
寄
り
の
連
絡
所
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

「
老
人
医
療
受
給

者
証
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

ま
た
、
医
者
に
か
か
る
と
き
は
、
必
ず
医
療
機
関
の
窓
口

へ

「
保

険
証
」

・
「
健
康
子
帳
」

・
「
老
人
医
療
受
給
者
証
」

を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

4

司
上
須
戒
診
療
所
で
の
医
療
風
景

ら
老
人
保
健

窓
口
で
支
払
う

一
部
負
担
金

-
通
院
・
一
カ
月
千
二
十
円

・
入
院
:
:
:

一

日

七

百

十
円

(
入
院
中
の
食
事
代
が
十
月

一
日
よ

り
七
百
六
十
円
と
な
り
ま
す
。
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、
九
十

日
ま
で

一
日
六
百
五
十
円
、

九
十

日
を
超
え
る
と

一
日
五
百
円
に
な

り
ま
す
。
申
請
に
よ
り
認
定
証
を

交
付
し
ま
す
。
)

医

療

費

の

支

給

次
の
よ
う
な
場
合
に
医
療
機
関
に

支
払
っ
た
費
用
は
、

一
時
本
人
が
立

平成7年度大洲市の老人医療費の状況

項 目 件数 主戸、~ 額

入 院 4，964 18億7，723万円

診療 費 入院外 65.372 13億1，725万円

歯科 4.352 9，086万円

調 斉IJ 7.487 I億 294万円

入所 485 1億1，147万円
施設医療費

通所 272 3，354万円

訪 問 看 護 206 1，001万円

療養費(コルセット、

柔道整復、アンマ、 1.287 4，683万円
マッサージ)など

主E』3 計 84，425 35億9，013万円

5，093人

70万4，915円

76万1，250円

-年平均老人医療受給者数

・年間一人当たり老人医療費

・県平均一人当たり老人医療費

て
替
え
払
い
を
し
て
、
後
で
市
役
所

に
請
求
し
て
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場

合
適
正
な
医
療
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
限
ら
れ
ま
す
。

V
旅
先
で
急
病
に
な
り
保
険
証
、

医

療
受
給
者
証
を
持
た
ず
に
治
療
を
受

け
た
と
き

V
治
療
に
必
要
な
コ
ル
セ

ゾ
ト
な
ど

の
治
療
用
具
を
購
入
し
た
と
き

V
骨
折
や
ね
ん
ざ
で
柔
道
整
復
師
の

施
術
を
受
け
た
と
き

V
医
師
の
指
示
で
、
あ
ん
ま
、
は
り
、

き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
治
療

を
受
け
た
と
き

4 

寝
た
き
り
な
ど
の
人
は

六
十
五
歳
か
ら
対
象
に

七
十
歳
未
満
の
人
で
も
、
寝
た
き

り
な
ど
の
場
合
は
六
十
五
歳
か
ら
老

人
保
健
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
老
人
保
健
法
で
規

定
す
る
障
害
に
該
当
す
る
人
で
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
の

一
級
か
ら
三
級

(
四
級
の

一
部
)
に
該
当
す
る
六
十

五
歳
以
上
の
人
で
、
市
長
が
認
め
た

場
合
に
限
り
ま
す
。
詳
し
く
は
窓
口

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
老
人
医
療
制
度
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
保
険
環
境
課
老
人
保

険
係
ま
で
。
宮
⑫
2
1
1
1
(内
線

1
6
4
)
 

」んなとき 手続[:必要なもの いつまでに

70歳になったとき 保険証、印かん 14日以内c
定の障害(“ねたきり" 国民年金の年金 すみやかに
など)のある人が65歳に 証書または身体

なったとき。 65歳を過ぎ
障害者手帳その
他の書類、保険

て一定の障害のある状態 証、印かん
になったとき。

イ也の市町村ヘ転出すると 健康手帳、印か 転入後14日
き ん 以内に

他の市町村から転入して 保険証、印かん 14日以内c
きたとき

同じ市町村の区域内で住 健康手帳、保険 すみやかに
所や氏名が蛮わったとき 証、印かん

加入している医療保険が 健康手帳、新し すみやかに
変わったとき い保険証、印か

ん

生活保護を受けるように 健康手帳、保険 すみやかに
なったり 、医療保険の加 証、印かん
入資格を失ったとき

死亡したとき 死亡した人の健
康手帳、印かん

老人保健届け出一覧表



まとまりました用途地局を拡大する
説明会にご参加ください

大
洲
市
で
は
、
六
月
二
十
四
日
に
法
改
正
に
伴
う
都

市
計
画
の
新
用
途
地
域
を
決
定
し
ま
し
た
。
今
回
、

「地
方
拠
点
都
市
地
域
」
の
指
定
を
受
け
た
東
大
洲
地

区
を
中
心
に
用
途
地
域
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
素
案
に

十
二
日
に
市
内
三

つ
い
て
の
説
明
会
を
十
月
十
一
日
、

会
場
で
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

大
洲
都
市
計
画
用
途
地
域

拡
大
に
つ
い
て
の
概
要

〔
用
途
地
域
制
度
〕

こ
の
制
度
は
、
良
好
な
市
街
地
環

境
の
形
成
や
、
住
宅
・
商
業
・
工
業

な
ど
を
適
正
に
配
置
し
、
機
能
的
な

都
市
活
動
の
確
保
と
秩
序
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
建
築
物
の
用

途
、
大
き
さ
な
ど
の
規
制

・
誘
導
を

行
う
制
度
で
す
。

用
途
地
域
の
種
類
は
、
左
の
と
お

り
十
二
種
類
あ
り
ま
す
が
、
本
市
で

は
、
そ
の
う
ち
の
七
種
類
を
定
め
地

域
指
定
し
て
い
ま
す
。

①
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域

②
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域

③
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

④
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

⑤
第
一
種
住
居
地
域

⑥
第
二
種
住
居
地
域

⑦
準
住
居
地
域

⑧
近
隣
商
業
地
域

⑨
商
業
地
域

⑬
準
工
業
地
域

⑪
工
業
地
域

⑫
工
業
専
用
地
域

※
色
字
は
大
洲
市
の
用
途
地
域
指
定

が
し
で
あ
る
も
の

〔
用
途
地
域
拡
大
の
基
本
方
針
〕

山
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
大
洲
拠
点

地
区
の
整
備

・
実
現
を
目
指
し
て

用
途
地
域
の
拡
大
を
行
い
ま
す
。

平
成
五
年
に
指
定
さ
れ
た
「
八

幡
浜

・
大
洲
地
方
拠
点
都
市
地

域
L

で
、
大
洲
市
で
は
東
大
洲

地
区
を
中
心
に
約

一
O
二
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
地
区
は
、
生
産
・
研
究
の

核
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
平

成
十
四
年
度
を
目
標
と
し
て
早

急
に
基
盤
整
備
を
行
い
、
基
本

計
画
に
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ω現
在
の
用
途
地
域
周
辺
の
地
区
に

つ
い
て
、
土
地
利
用
の
変
化
に
適

切
に
対
応
し
ま
す
。

用
途
地
域
周
辺
の
既
成
市
街
地

に
つ
い
て
は
、
隣
接
す
る
用
途

地
域
に
合
わ
せ
た
拡
大
を
行
い
、

周
辺
地
区
と

一
体
的
な
規
制

・

誘
導
を
行
い
ま
す
。

〔
拡
大
素
案
〕

基
本
方
針
に
基
づ
き
作
成
し
た
用

途
地
域
の
素
案
概
要
図
は
、
別
図
(
次

ぺ
l
ジ
)
に
示
し
た
と
お
り
で
す
。

〔
説
明
会
の
開
催
〕

用
途
地
域
拡
大
素
案
で
示
し
た
内

容
に
つ
い
て
、
次
の
表
に
よ
り
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
都
市
整
備
課
都
市
計

画
係
官
⑫
2
1
1
1
(
内
線
2
4

5
)
ま
で
。

素案の説明会について

10 10 10 開月 月 月
12 12 11 催
日 日 日

日(土) (土) (金)

14 10 19 時
時 時 時

実リ

中 肱 平
央 オヒ 公
公 公 民 .L:>.. 

民 民
-;r:;:; 

館
館 館

階階 階
大 大 大

ホ ホ ホ 場

ル jレ jレ

これからの用途地域拡大についてのスケジュール

成作の案素市

地元説明会の開催 | 
※用途地域(案)の内容などについて、右記の3
会場で開催します。

市原案の 成作

案の縦覧|
※縦覧案に対するご意見は、縦覧期間中(期間2週間)
に書面により市長あてに提出することができます。

大洲市都市計画審議会

歪刃
回ひ承事実日

都市計画変更の告示

5 
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工業地域

業 地 域
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~ IJ 工 業 地 区

用 途 地 域 界

用途地域界

区域界

※大洲市については、上記以外の用途地域の種別はあ りません。
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開
発
行
為
に
は

許
可
が
必
要
で
す

都
市
計
画
区
域
内
で
開
発
行
為
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
都
市
計

画
法
に
よ
っ
て
、
事
前
に
知
事
(
そ

の
土
地
が
松
山
市
、
今
治
市
、
新
居

浜
市
に
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
長
)
の
許
可
が
必
要
で
す
。

O
開
発
行
為
と
は
、
建
築
物
や
工
作

物
の
建
設
を
目
的
で
行
う
土
地
の

区
画
形
質
の
変
更
、
い
わ
ゆ
る
土
地

造
成
を
行
う
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、

許
可
の
必
要
な
も
の
は
次
の
も
の
で

す
。-
市
街
化
区
域
内
で
は
、
千
平
方

日
以
上
の
開
発
行
為
(
大
洲
市
は

該
当
な
し
)

・
市
街
化
調
整
区
域
内
で
は
、
農

業
・
林
業
・
漁
業
者
の
住
宅
及
び

こ
れ
ら
の
業
の
た
め
の
建
築
物
な

ど
以
外
で
、
一
定
用
途
の
目
的
に

供
す
る
開
発
行
為
(
大
洲
市
は
該

当
な
し
)

-
前
記
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内

で
は
、

三
千
平
方
灯
以
上
の
開
発

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

試
験
及
び
受
験
講
習
会

日
本
下
水
道
協
会
愛
媛
県
支
部
が

行
う
責
任
技
術
者
試
験
並
び
に
講
習

会
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

責
任
技
術
者
は
、
公
共
下
水
道
排
水

設
備
指
定
工
事
庖
の
指
定
を
受
け
る

際
の
要
件
と
な
り
ま
す
。
指
定
を
希

望
さ
れ
る
人
は
必
ず
受
験
し
て
く
だ

行
為

O
都
市
計
画
区
域
内
で
行
う
建
築

物
や
工
作
物
の
建
設
及
び
開
発
行
為

を
す
る
場
合
に
は
、
種
々
の
制
約
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
そ
の
土
地
が
所

在
す
る
地
方
局
建
設
部
、
土
木
事
務

所
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
都
市
計
画
区
域
の
内
外
を

問
わ
ず
、

二
千
平
方
日
を
超
え
る
開

発
行
為
(
東
大
洲
の
一
部
は

O
平
方

M
以
上
)
は
、
そ
の
面
積
に
応
じ
、

県
又
は
大
洲
市
へ
の
事
前
協
議
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま

で。
八
幡
浜
地
方
局
建
設
部

宮
⑫
5
1
2
1

大
洲
市
企
画
調
整
課

宮
⑫
2
1
1
1
(
内
線
3
7
2
)

選議
選率

さ
い
。

{
受
験
講
習
会
}

V
日

時

十

一
月

二
十
七
日
附
午
後

一
時
三
十
分
1

三
時
三
十
分

V
場
所
松
山
市
総

合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

v
講

習
手
数
料

二
千
円

V
テ
キ
ス
ト

代

二
千
円

一統

一
試
験
}

V

日

時

十

二
月
一

日
側
午
後
一
時
三
十
分

1
三
時
三

十
分
マ
場
所
松
山
市
文
京
町
二

( 

ご
存
じ
で
す
か

土
地
取
引
の
届
出
制
度

次
の
よ
う
な
土
地
取
引
を
行
う

場
合
に
は
、
事
前
に
届
出
が
必
要
で

す
。
こ
の
届
出
制
度
は
、
土
地
の
投

機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、

乱
開
発
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。
次
の
事
例
に
該
当
す
る

場
合
に
は
、
必
ず
契
約
の
六
週
間
前

ま
で
に
届
け
出
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

{
届
出
の
必
要
な
土
地
}

①
監
視
区
域

知
事
が
期
間
を
定
め
て
指
定
す
る

一
定
面
積
以
上
の
土
地
(
大
洲
市
内

は
該
当
な
し
)

②
そ
の
他
の
区
域

④
市
街
化
区
域

二
千
平
方
日
以
上
の
土
地

⑥
④
を
除
く
都
市
計
画
区
域

五
千
平
方
目
以
上
の
土
地

①
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

一
万
平
方
れ
以
上
の
土
地

※
な
お
、
詳
し
く
は
企
画
調
整
課

宮
⑫
2
1
1
1
(
内
線
3
7
2
)
ま
で
。

ー
二
/
松
山
市
立
東
中
学
校

V
試

験
手
数
料

三
千
円
(
申
し
込
み
時

に
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
)

{
受
験
方
法
}

V

申
込
期
間
十
月

十
一
日

1
二
十
五
日
(
土
・
日
を
除

く
)

V

申
込
先
大
洲
市
役
所
下

水
道
課

V
必
要
書
類
受
験
申
込

書
・
住
民
票
の
写
し
・
写
真
・
資
格

証
明
書
な
ど

※
詳
し
く
は
下
水
道
課
ま
で
。

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線

2
5
2
・
2
5
5
)

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
の
世
に
熱
と
光
を

人
権
の
世
紀
を
め
ざ
し
て

2 

明
日
は
な
ぜ
あ
る
の

ち
い

ニ

ど
も

ふ
に

か
人
し
ん

小
さ
な
子
供
は
、
何
に
で
も
関
心

を
も
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
た
ず

ね
た
が
る
も
の
で
す
。
思
い
も
か
け

し
つ

も

ん

で

ぬ
子
供
の
質
問
に
出
あ
っ
て
、
と
ま

"い
W
ん

ど
わ
れ
た
経
験
を
、
ど
な
た
も
お
持

ち
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
き

で
ん

わ

つ
い
先
ご
ろ
、
ラ
ジ
オ
子
供
電
話

う

だ
ん
し
つ

ι
肩
書
危

相
談
室
に
、
幼
い
子
か
ら
、
こ
ん
な

質
問
が
ょ
せ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

「
モ
シ
モ
シ
、
あ
し
た
は
な
ぜ
あ
る

の
で
す
か
?
」

こ
の
よ
う
な
質
問
を
受
け
た
ら
、

ほ
ん
と
う
に
び

っ
く
り
し
ま
す
ね
。こた

あ
な
た
だ

っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
答

き

の

う

き

ょ

う

え
ま
す
か
。

「
昨
日
の
つ
ぎ
に
今
日

aの
し

た

が
あ
っ
て
、
今
日
の
つ
ぎ
に
明
日
が

と
き

訟
が

せ

つ
め
い

あ
る
ん
だ
よ
」
と
時
の
流
れ
を
説
明

さ
れ
ま
す
か
。
そ
れ
も
い
い
で
す
が
、

「
明
日
は
な
ぜ
あ
る
の
止
め
と
子
供
に

き
か
れ
た
ら
、
も

っ
と
夢
の
あ
る
答

え
が
し
た

K
な
寸
ま
せ
ん
か
。

こ
こ
で
思
い
浮
か
ぶ
の
が
、
ア
メ

こ

〈

じ

ん

う

ん

ど

う

し

ど

う

し

〈

リ
カ
の
黒
人
運
動
の
指
導
者
マ
1

チ

ほ
〈

し

ぜ
い

、ン
・
ル
ー
サ
l
・
キ
ン
グ
牧
師
の
生

ゼ

人

二

と

M

わ
た

し

り

「

輔
の
清
漂
で
す
。

「
私
た
ち
吋
い
う
立

派
な
人
間
で
も
な
け
れ
ば
、
理
想
の

人
間
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今

の
自
分
は
、
明
日
の
自
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
あ
り
が
た
い
こ

と
に
、
私
た
ち
は
、
昨
日
ま
で
の
自

分
で
は
な
い
の
で
す
。
私
た
ち
は
、

No.216 

人
権
と
同
和
教
育

8 

い
だ~

す
ニ

み
ん
ほ
夢
を
抱
い
て
、
少
し
ず
つ
理

想
に
近
づ
い
て
ヤ
K
の
付
け
」
き

ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
の
開
会
式
で
、

え
ん
ぜ

っ

こ

え

欺
キ

V
グ
撒
師
の
演
説
の
声
が
、
会

場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

ね

ん

だ

い

ニ

う

し

ん

一
九
六
三
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
行
進

ま

ん

に

ん

ひ

と

ま
え

で、

二
十
五
万
人
の
人
を
前
に
し
て
、

必

ん

ど

か

え

H

私
に
は
夢
怖
あ
る
H

と
何
度
も
語

り
か
け
た
有
名
な
言
葉
で
す
。

「
私
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

υ

た

ゐ

は
、
い
つ
の
日
か
、
人
々
が
立
ち
上

〈
に

じ

ゅ
う-

U
A
う
ど
う

山
町
功
、
こ
の
国
に
、
自
由
と
平
等
が

確
立
す
る
と
い
う
夢
で
す
。

私
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
。
私
の
四

人
の
小
さ
な
子
供
が
、
こ
の
国
に
生

は

だ

い

ろ

き
て
い
て
、
い
つ
初
日
吹
か

肌
の
色

で
は
な
く
、
人
間
性
で
評
価
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な
明
日
が
き
っ

と
く
る
と
い
う
夢
で
す
」

1

キ
ン
グ
牧
師
の
夢
が
実
現
す
る
そ

の
日
こ
そ
、
全
人
類
に
と
っ
て
も
、

希
望
に
み
ち
た
「
明
日
」
な
の
で
す
。

ぜ

い

き

のわ'ら

き
た
る
べ
き
二
十

一
世
紀
は
、
必
ず

じ

ん

げ

ん

よ

や

「
人
権
の
世
紀
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

々
が

組
ん

ど
う

私
た
ち
が
、
長
年
に
わ
た
っ
て
同

わ

信
EA

今

い

〈

と

〈

和
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
も
、

よ

ら

〈

さ

ぺ

っ

し

ん

し

《

郡
落
差
別
の
な
い
、
真
に
平
噂
な
社

会
が
実
現
す
る
「
明
日
」
に
向
け
て

か
ら
つ
よ

あ
ゆ

功
強
く
歩
み

続
け
て
き
た

こ
と
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。

l占・.柄
t込 町
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フ月 31 日 (水)~ 8月 2 日 (金) ドイ、ν砂
スi1i-"/ユーヴシト (21歳示でのス
i1i-'I/'フラブ会員)の一行8人h"本
市き訪れぎしだ。己れld、日本スポ
-11/少年団怠どの招きで来日したち

ので、当市!ことつでld3度目と怒り
示す。肱川下LJ1aどを楽レんだIa'h'
市内の家庭でホー仏ス子イきしまし

だ。

~ 8月 9 日 (金) 上須戒め一の瀬ナう

圏h"開演じまじだ。今年めナ予防水

分壱糖分ち多〈、とでちすiいじい味
でしだ。

8月25日(日) 内又-1';ーリンヴ 砂
駅伝大会h"開介れまじだ。大成橋h'

Lう城山までの15.3同で25子一仏、145
人h"9イ仏き競いまレ定。

‘8月23日陰)江戸時代h'I-う受け継
がれできだ大洲のいちだきの初煮会

h"開tJ'れまレだ。今年ld、1，500人分
のイモ鍋h"用意され、約 2、000人h"
今年のイモの味き楽しみ示レだ。

‘?トランヲ五輪l己森岡茂選手h"出場。

日本代表選手12選lまれだ森岡茂選手ld、
オーランドで行われだハン11リ一戦lこ出
場レましだ。競技場に掲げられだ彼の名

前h"入つだ横断幕!こ、涙h"出 ~Ià'ど感激

さじ、力!己主主つだというごとです。彼の

スケヲユー/レld、Jリーヴちどで混iJi.合
い、今すぐ大洲!こ帰3己とldできたきいよ
うですげ、応援をじで〈れだ市民の皆さ ， 

ん!ことでち感謝レでい3ということです。 ¥

(写真ld森岡茂後援会より提供)

‘8月11日(日)
大洲市長杯争奪愛

媛南予栴檀 (せんだ

ん)名人戦、愛媛南予

名人戦将棋大会h"新

谷公民館で開介れ、

市内外の小学生h'~う

高齢者ぎで約 120人
h"将棋き楽レみまレ



犬
を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ

つ

十
月
は
犬
の
危
害
防
止
対
策
月
間
で
す

命

犬
は
人
間
に
と
っ
て
身
近
な
ペ
ッ
ト

と
し
て
、
多
く
の
人
が
飼
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
飼
い
方
に
よ
っ
て
は
、

他
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

-
放
し
飼
い
は
、
人
に
危
害
を
加
え
た

り
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

-
殴
傷
事
故
の
多
く
は
、
飼
い
犬
に
よ

る
も
の
で
、
飼
い
主
の
無
責
任
な
放

し
飼
い
が
原
因
で
す
。

-
運
動
を
さ
せ
る
と
き
も
犬
を
放
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

犬
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
犬
を
捨
て
る
こ
と
は
、
野
犬
を
増
や

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

七
月
三
十
一
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一

封

中

村

中

野

正

光

(
指
定
配
分
金
)

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

西

大

洲

中

田

福

枝

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
・
菅
田
喜

楽

会

へ

)

菅

田

町

佐

々

木

岩

男

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八

多

喜

町

松

岡

強

金
一
封
(
菅
田
地
区
社
協
へ
)

菅
田
町
(
故
)
畠
岡
節
子

金
一
封
(
平
地
区
社
協
へ
)

徳

森

内

上

勝
昭

す
も
と
に
な
り
、
人
に
危
害
を
加
え

る
原
因
に
な
り
ま
す
。
家
族
の
一
員

と
し
て
愛
情
と
責
任
を
も
ち
、
終
生

か
わ
い
が
り
ま
し
ょ
う
。

-
飼
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
す

か
、
犬
の
里
親
制
度
に
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、

市
役
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
引
き

取
り
先
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

犬
の
習
性
を
理
解
し
て
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

-
犬
小
屋
と
そ
の
周
辺
は
い
つ
も
清
潔

に
し
ま
し
ょ
、
つ
。

-
フ
ン
な
ど
で
公
共
の
場
所
を
汚
さ
な

い
よ
う
に
し
て
環
境
美
化
に
努
め
ま

l
レ
ト
ふ

λ

j

。

-
不
幸
な
子
犬
を
産
ま
さ
な
い
よ
う
、

飼
い
主
の
責
任
で
繁
殖
制
限
に
努
め

士品

l
u
よ
み
ノ
。

金
一
封
(
大
な
ベ
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
収

益
金
を
肱
南
地
区
社
協
・
市
社
協
へ
)

柚
木

一

歩

会

代

表

浅

川

利

男

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

藤

縄

山

本

孝

典

金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協
・
市
社
協

へ

)

中

村

森

本

恭

子

感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

〈
砂
共
同
募
金
運
動
日
周
年

今
年
も
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が

十
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
み
な
さ

ま
の
や
さ
し
い
心
に
支
え
ら
れ
て
、
今

犬
に
表
示
を
し
ま
し
ょ
う

-
犬
の
首
輪
に
は
、
犬
の
鑑
札

・
注
射

済
票
を
必
ず
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
(
鑑
札
)
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

-
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
は
、
登
録

と
、
年
一
回
の
予
防
注
射
を
必
ず
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
登
録
は
、

一
回
限
り
で
、
二
年
目
以
降
は
登
録

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
未
登
録
の

場
合
や
、
ま
だ
受
け
て
い
な
い
人
は
、

指
定
獣
医
師
の
診
療
所
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

{
指
定
獣
医
師
}

V
久
保
田
動
物
病
院
(
新
谷
)

告
(
⑪
3
2
2
3

V
中
野
獣
医
科
医
院
(
中
村
)

合
⑫
4
2
7
6

V
西
大
洲
動
物
病
院
(
西
大
洲
)

含
⑫
3
3
0
3

・
登
録
し
た
犬
の
所
在
地
、
所
有
者
な

ど
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
、
ま
た
、

犬
が
死
ん
だ
場
合
に
は
、
市
役
所
保

険
環
境
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

年
、
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

募
金
で
寄
せ
ら
れ
た
お
金
は
、
民
間

の
社
会
福
祉
団
体
や
社
会
福
祉
施
設
の

充
実
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
赤
い
羽

根
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
幸
せ
で
あ
る

よ
う
願
い
を
こ
め
て
寄
付
金
を
届
け
て

い
ま
す
。

み
な
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
善
意
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

svt集会
♂言語
? UJ 

， 

図書館

十
月
新
刊
案
内

思
考
力
を
高
め
る
読
書
の
技
術

鷲
田
小
揃
太
著

哲

学

つ

て

な

に

?

飛

岡

健

著

直
観
力

M
・
フ
イ
ツ
シ
ャ
1

著

癒
す
こ
と
、
癒
さ
れ
る
こ
と加
納
異
士
著

歴
史
の
読
み
方
人
間
の
読
み
方
谷
沢
永
一
著

世
界
人
物
逸
話
大
事
典
角
川
書
広

報
徳
に
生
き
た
人
二
宮
尊
徳
大
賞
章
著

日
本
の
安
全
保
障
と
は
何
か

木
村
田
田

λ
・
他
著

豊
か
さ
を
生
む
地
方
自
治
木
佐
茂
男
著

人
間
ら
し
い
生
活
と
賃
金
牧
野
富
夫
著

人
間
ら
し
い
労
働
と
時
間
短
縮
西
村
直
樹
著

ベ
ル
ナ
の
し
っ
ぽ
郡
司
な
な
え
著

大
転
換
期
の
土
地
の
活
用

資
産
運
用
研
究
会
著

老
い
の
住
処
は
ど
こ
に
す
る松
原
惇
子
著

ひ
と
り
暮
ら
し
の
快
老
学
吉
沢
勲
著

子

育

て

の

こ

こ

ろ

盛

永

宗

興

著

思

春

期

の

こ

こ

ろ

清

水

将

之

著

民
具
の
文
化
史
諸
岡
青
人
・
他
著

作

法

の

時

代

木

村

尚

三

郎

著

図
説
花
と
樹
の
大
事
典
植
物
文
化
研
究
会
編

ア
レ
ル
ギ
ー
の
薬
が
わ
か
る
本
田
中
貴
子
著

昼
寝
の
す
す
め
井
上
昌
次
郎
監
修

日
本
の
水
は
よ
み
が
え
る
か
宇
井
純
著

新
地
球
文
明
の
展
望
根
井
康
之
著

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
英
詩
な
ん
て
簡
単
だ

多
比
羅
悟
著

平
田
実
・
他
著

種
本
祐
子
監
修

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

ワ
イ
ン
の
事
典

10 

砂

糖

の

世

界

史

川

北

稔

著

図
説
江
戸
料
理
事
典
松
下
幸
子
著

ご

は

ん

通

嵐

山

光

三

郎

著

村
に
、

居

る

。

佐

藤

藤

三

郎

著

農
を
変
え
る
企
業
日
本
経
済
新
聞
社
編

遥
か
な
る
汽
車
の
旅
種
村
直
樹
著

青
春
英
語
キ
ー
ワ
ー
ド

A
-
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
著

向
田
邦
子
心
の
風
景
松
田
良
一
著

橋

を

渡

る

は

井

上

洋

介

著

独
眼
龍
政
宗
上
・
下

津

本

陽

著

好

き

嫌

い

山

田

邦

子

著

三

月

生

ま

れ

伊

井
直
行
著

月

の

船

で

ゆ

く

長

野

ま

ゆ

み

著

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
林
檎
上
・
下
辻
仁
成
著

ス

ニ

ー

カ

ー

ズ

落

合

恵

子

著

軍

神

古

川

薫

著

母

子

像

近

藤

啓

太

郎

著

百

合

鴎

藤

本

恵

子

著

兵

法

は

不

滅

な

り

笹

沢

左

保

著

今
朝
の
三
枚
お
ろ
し
武
田
鉄
也
著

詩

人

か

ら

の

伝

言

田

村

隆

一

著

い
つ
だ
っ
て
も
う
ひ
と
花
下
重
暁
子
著

嵐

の

十

字

路

遠

藤

周

作

著

忘
れ
ら
れ
た
人
び
と
良
永
勢
伊
子
著

沖
縄
の
心
に
ふ
れ
る
旅
久
慈
力
著

夏
の
詩
一

O
O選
石

川

忠

久

著

い
つ
か
晴
れ
た
日
に
J
-
オ
l
ス
テ
ィ
ン
著

図

書

館

十
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

郷
土
の
歴
史
講
座

「
龍
馬
に
な
れ
f
・」

講

師

村

上

恒

夫

先

生

日
時
叩
月
お
日
(
水
)

(
9
一
泊

l
H
一
却
)

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い



平
成

8
年

8
月
8
日
の
写
真
展

平
成
八
年
八
月
八
日
の
写
真
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
市
内

各
地
の
風
景
や
生
活
、
子
供
た
ち
の
様

子
な
ど
、
八
年
八
月
八
日
の
大
洲
市
を

い
き
い
き
と
撮
影
し
た
写
真
が
集
ま
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
の
つ
ま
っ

た
記
録
の
数
々
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
は
新
谷
出
身
の
森
岡
茂

選
手
を
は
じ
め
と
し
て
、
ア
ト
ラ
ン
タ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
代
表
サ
ッ
カ

ー
チ
l
ム
の
試
合
の
様
子
も
展
示
し
ま

す
。
応
援
に
燃
え
た
夏
を
振
り
返
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
開
催
期
間
】

十
月
一
日

ω1十
月
二
十
七
日
制

【
場
所
】
大
洲
市
立
博
物
館

※
日
曜
日
・
祝
日
は
閉
館
で
す
。
詳
し

く
は
市
立
博
物
館
宮
⑪
4
1
0
7
ま

で
。
お
ま
つ
り
村
』
主
自
主

一

お
お
す
浪
漫
祭
者
自
伊
佐

一

今
年
も
十
一
月
三
日
に
、
大
洲
ま
つ

り
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
肱
川
緑
地
公

園
で
、
「
お
ま
つ
り
村
」
を
関
村
し
ま

す
。
大
人
か
ら
子
供
ま
で
お
ま
つ
り
の

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
感
動

を
得
る
よ
う
に
色
々
な
企
画
を
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
紘
南
地
区
で
は
、
お
お
ず
赤

煉
瓦
館
・
お
は
な
は
ん
通
り
を
中
心
に

「
お
お
ず
浪
漫
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

秋
空
の
下
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
「
お
ま
つ
り
村
」
へ
の
出
庖
を

希
望
さ
れ
る
人
、
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ

は
、
早
め
に
左
記
ま
で
応
募
く
だ
さ
い
o

v細
大
洲
青
年
会
議
所
含
⑫
7
1
0
7

国
民
年
金
制
度
推
進
月
間

十
月
・
十
一
月
は
、
「
国
民
年
金
制
度

推
進
月
間
」
で
す
。
人
口
の
高
齢
化

が
加
速
を
続
け
る
現
在
、
若
い
世
代
か

ら
公
的
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
は
、
安
心
し
て
第
二
の
人
生

を
過
ご
す
た
め
、
ま
た
、
充
実
し
た
老

後
を
お
く
る
た
め
の
所
得
保
障
と
し
て

の
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
国
民

に
共
通
の
「
基
礎
年
金
」
の
支
給
を
行

い
、
公
的
年
金
制
度
の
基
盤
に
な
っ
て

い
る
の
が
国
民
年
金
制
度
で
す
。
し
か

し
、
国
民
年
金
制
度
が
自
分
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
家
族
や
周
聞
の
人
、
さ
ら

に
は
次
代
の
人
た
ち
の
た
め
に
助
け
合

っ
て
い
く
年
金
制
度
で
あ
る
こ
と
が
、

ま
だ
ま
だ
理
解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

す
。推
進
月
間
は
、
国
民
年
金
の
仕
組
み

ゃ
内
容
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
な
く
、
障
害

ま
た
は
死
亡
に
よ
り
、
所
得
の
損
失
の

あ
っ
た
若
年
層
・
中
高
年
層
に
対
し
て

も
年
金
を
支
給
し
て
安
定
し
た
生
活
を

維
持
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
実
施
す
る

も
の
で
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
含
@

2
1

1
1
(内
線
1
1
1
)
ま
で
。

住
宅
金
融
公
庫
の

一

融
資
制
度
を
改
正

一

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
十
月
か
ら
、

二
十
一
世
紀
に
・
向
け
て
よ
り
質
の
高
い

住
宅
を
国
民
の
皆
さ
ん
に
建
設
し
て
も

ら
う
た
め
、
こ
れ
ま
で
床
面
積
に
応
じ

て
三
段
階
に
区
分
し
た
金
利
体
系
を
、

公
庫
が
推
奨
す
る
質
の
高
い
住
宅
の
い

ず
れ
か
(
①
バ
リ
ア
フ
リ
l
タ
イ
プ
②

耐
久
性
タ
イ
プ
③
省
エ
ネ
タ
イ
プ
)
に

該
当
す
る
場
合
は
、
床
面
積
が
一
七
五

ぱ
以
下
ま
で
基
準
金
利
(
一
番
低
い
金

利
の
こ
と
)
を
適
用
す
る
こ
と
に
し
、

よ
り

一
層
政
策
誘
導
性
の
高
い
金
利
体

系
に
改
め
ま
す
。

詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
四
国
支

庖
広
報
相
談
課

(
8
0
8
7
8
・
2
5

・
0
5
1
1
)
ま
で
。

ご
存
じ
で
す
か
検
察
審
査
会

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起

訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満

を
お
持
ち
の
人
は
検
察
審
査
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
や
申
立
て
に
つ
い

て
の
費
用
は

一
切
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ

た
十
一
人
の
審
査
員
が
、
検
察
官
が
事

件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
の
よ
し
あ

し
を
審
査
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
松
山
地
方
裁
判
所
大
洲

支
部
内
大
洲
検
察
審
査
会
事
務
局
宮
⑪

2
0
3
8
ま
で
。

平
成
十
一
年
四
月
か
ら
介
護
休
業
制
度

の
導
入
は
事
業
主
の
義
務
と
な
り
ま
す

(有)いの水道設備

ft24-2216 

傭)アサノ設備

霊堂24-0783

嗣内田電気水道設備

含 25-2858

佐藤水道庖

含 24-4410

(有)オクダ設備

ft24-3674 

上甲建設側

ft24-5914 

備)神田 鉄工所

ft24-4122 

滝田商店

825-0901 

城戸電業社

告 25-2944

中野管工事工業

ft24-3792 

附土居鉄工所

包 24-4519

西田水道庖

826-0265 

10月20日(日)惰)南予水道住設

825-1350 

淳山水道工事庖

824-2583 

惰)星 加 水道設備

まま26ー 0020 

伊予屋住設

合 24-2541

徳森設備

825-4023 

岡福水道工事庖

824-3656 

※給水施設の修理などは、有料で

す。 トイレのつまりなどの排水

管の清掃などについては、清掃

業者に依頼してくださし、。

10月5日出

10月6日(日)

10月10日(柑

10月12日出

10月13日(日)

10月19日出

10月26日出

10月27日(日)

高
齢
化
・
少
子
化
、
核
家
族
化
が
進

む
中
で
、
家
族
の
介
護
は
、
労
働
者
が

仕
事
を
継
続
し
て
い
く
う
え
で
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平

成
七
年
十
月
よ
り
「
育
児
・
介
護
休
業

法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
事
業
主
は
で
き
る
限
り
早
く
、
法

に
沿
っ
た
介
護
休
業
制
度
や
家
族
の
介

護
の
た
め
の
勤
務
時
間
短
縮
な
ど
の
措

置
を
設
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
十

一
年
四
月

一
日
か
ら
介
護
休
業
制

度
は

一
律
に
事
業
主
の
義
務
と
な
り
ま

す
。労
働
省
で
は
、
早
期
に
介
護
休
業
制

度
を
導
入
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
介

護
休
業
制
度
導
入
奨
励
金
L

を
設
け
、

平
成
十
一
年
三
月
末
ま
で
に
法
に
沿
っ

た
介
護
休
業
制
度
を
設
け
休
業
者
が
生

じ
た
場
合
に
は
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

法
及
び
奨
励
金
の
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
愛
媛
県
婦
人
少
年
室
(
松
山
市

若
草
町
四

l
三
/
含

0
8
9
・
9
3
5

・
5
2
2
2
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

8月末日までの
大洲市内の交通事故

8月末現在 昨年同期

件 数 157 181 

負傷者 197 232 

死 者 2 8 

11 



型竺」

~ 

相
談
ご
と
案
内

， 96 

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日

時

叩

月
8
白川

w
m時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

日
時
叩
月
幻
日
開
叩
時

1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時
叩
月
日
日
川

w
m時
1
日
時

場
所
柳
沢
公
民
館

日
時
叩
月
児
日
幽
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

第
一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相

談

第

二
・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
怨
⑫
5
6
2
9
(直
通
)

開
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時

l
U時
、
日
時
l
M時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
2
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

おおず[広報

宮 24-3ワワ5

.乳幼児健康診査.

10月 1日(刈平成 8年 5月生※

10月17日(利平成 7年 3月生

10月22日ω 平成 5年 9月生
※は肱南・久米・肱北 ・喜多・平

地区のみ

受付時間 13: 00-13 :30 

実施場所大洲市保健センタ ー

持参品母子手帳・アンケート

パスタオル(※のみ)

保健センターだより

【
行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時
叩
月
幻
日
開

9
時
1
ロ
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
合
⑫
3
7
9
4
(玉
木
)

又
は
包
⑪
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日

時

叩

月

9
日
同
幻
日
間

日
時
l
M時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

含

⑪
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
包
⑫
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時
叩
月
日
日

ω
9時
1
凶
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
回
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
O
|
九
宮
⑫
4
4
5
2

【
膏
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

合
(
ω
h
M
心

F
h
日

【
定
期
税
務
相
談
】

日
時
叩
月
日
日
幽

叩
時

1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

」一一一一

.10カ月育児相談.

10月14日間平成 7年12月生。

平成8年 1月生。

受付時間 9:30-10:00 

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳・アンケート

。は連絡所管内の人

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
事
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
目
月
3
日
制

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院
叩
時
l
U時

明

屋

書

庖

日

時

泊

分

l
m
時

保
健
所
歯
科
相
談

歯
に
関
す
る
相
談
に
歯
科
医
師
が
応

じ
ま
す
。

日
時
叩
月
お
日
同
日
時
か
ら

場
所
大
洲
保
健
所

※
予
約
が
必
要
で
す
o
g
@

3
1
6
5

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は

含
⑪
4
1
1
ー
ま
で
。

【
商
業
英
語
】

試

験

日

日
月
お
日

受
付
期
間

9
月
初
日

l
m
月
四
日

{
簿
記
}

試

験

日

日
月
口
日
制

受
付
期
間
叩
月
4
日
l
白
日

【
日
本
語
文
書
処
理
】

試
験
日
日
月
初
日
出

.健康相談・栄養相談.

日 時 10月28日開)

10:00-12:00、13:00-15: 00 

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳

.成人病検診及び肺がん・結核検診.

実施日 場所

10月 2日附平公民館

10月4日幽久米公民館

10月15日ω 南久米連絡所
10月18日幽市民会館

10月23・24日(水・木)

大洲市保健センタ-

9:30-11 :00 

13:00-15:00 

受付時間

12 

|休日|急|患|診療|

10月6日 郷緒小医院(西大洲)

(日)含24-3936

大掛|中央病院(東大洲)

ft24-4551 

村上医院(常磐町)

ft24-2346 

大洲中央病院(東大洲)

含 24-4551

10月13日 久保医院(新谷)

(日) ft25-0158 

大掛|中央病院(東大洲)

ft24-4551 

10月20日 肱川医院(菅田)

(日) ft25-2915 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

三瀬医院(八多喜)

合 26-0003

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

10月10日

同

受
付
期
間

叩
月
幻
日

1
日
月
6
日

大
洲
国
際
音
楽
祭
を
開
催

世
界
的
に
有
名
な
音
楽
家
を
、
ベ
ル

ギ
ー
、
ク
ロ
ア
チ
ア
か
ら
招
き
音
楽
祭

を
開
催
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

【
日
時
】
十
月
十
九
日
出

V
昼
の
部
(
対
象
一
小
・
中
・
高
校
生
)

開
場
凶
時
加
分
/
開
演
目
時

V
夜
の
部
(
対
象
一

一
般
)

開
場
同
時
加
分
/
開
演
目
時

【
場
所
】
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

【
入
場
料
】

昼
の
部
一
五
百
円
/
夜
の
部
一
千
円

※
入
場
券
は
教
育
委
員
会
、
各
公
民
館
、

大
洲
芸
術
の
森
建
設
促
進
会
で
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
社
会
教
育

4ゆ胃及び大腸がん検診4・
実施日 場所

10月2日附平公民館

10月 4日幽久米公民館

10月16日(対八多喜連絡所

10月18日幽市民会館

10月21日開) 基幹集落センター

10月22日ω 大川連絡所
10月23・24日(水・木)

大洲市保健センタ-

8:00-10:00 

胃がん 900円

大腸がん 400円

70歳以上の人は無料です

受付時間

検診料

10月27日

(日)

体
育
課
ま
で
0
8
@

2
1
1
1
(内
線

5
5
3
)
 

十
月
一
日

3
七
日
は
公
証
週
間

一

十
月
一
日
か
ら
七
日
は
「
公
証
週
間
」

で
す
。
こ
の
期
間
中
に
は
、
公
証
役
場

で
無
料
公
証
相
談
所
が
開
設
さ
れ
、
公

正
証
書
に
関
し
て
の
法
律
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
重
要
な
取
引
に
関
す
る
契

約
書
や
遺
言
書
な
ど
で
お
悩
み
の
人
は
、

最
寄
り
の
公
証
役
場
に
ご
相
談
く
だ
さ

ト

V※
詳
し
く
は
、
八
幡
浜
公
証
役
場
8
0

8
9
4
・
2
2
・
2
0
7
0
/松
山
地

方
法
務
局
2
0
8
9
・
9
3
2
・
0
8

8

8
ま
で
。

.婦人がん検診.

実施日 場

10月 2日附平公民館

10月 4日樹久米公民館

10月18日働 市民会館

10月23・24日(水・木)

大洲市保健センター

13: 00-13: 30 

乳がん 200円

子宮がん 700円

70歳以上の人は無料です。

所

受付時間

検診料
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